
64 抄 録

 奉天荘原株再審熱「スピロヘーテ」を海猴に接

種感染せしめた後耐過再囁熱家兎冤疫血塗を以

て之を他働的に細動し「アグロメラチオン」に由

って其最果を追究して次の結論を得た0

 1、牽天賦再餅熱「スピロヘーテ」を接種感染

せしめた海狽に同株「スピロへ一テ」耐過家兎冤

疫1血活を注射したが之に由って該海猿に罵現す

る「アグロメラチオン．1効債に高低を生じた0

 2、 「アグロメラチオン」効債の高い血清を注

射した感染海狽群に出現する「アグロメラチオ

ン」i効債は低く，「アグロメラチォン」効償の低

い箆疫」血溝を注射した感染滴；一群には高い「ア

グmメラチオン」効果が出現した0

 3、感染海駕に他働的に出現する「アグロメ

ラチォン．」効償は非感染封照海／冥に比して概ね

僅に低唱であった。

 4、冤疫血目の「アグロメラチオン」効果が低

い揚合は感染海猿に於ては他働的に「アグロメ

ラチォン」効果は徴償を．以て出現し，感染封照

海㍗の「アグロメラチオン」上田出現と同時に高

効債を呈したが，感染封照海猿の効債に比して

葦附低くかった0

 5、 一般に「アグnメラチオン」効果の護現漕

長は半獣一興の差に由る細微の薄紅ある事は料

れない。

 6、冤液血清注射後24時聞の感染海猿血液を

「マウス」の腹腔内に接種し6－i3日に至る観察

を途げたが「スピロヘータ」を謹明し得なかっ

たQ（桑原抄）

  海鹿日露熱の責1瞼酌研究（V）

  感染海瞑に及ぼす冤疫家兎血涛の

 ．影響（2）

              小林 樵夫
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 i奉天横着蠕熱「スピロへ一テゴ華麗菌液を種々

の量に分ちて腹腔内に接種して感染せしめたる

海猿に、同株「7・L te Bヘーテ」耐過冤疫家兎血清

を等量宛腹腔内注射を施し海狸膿内に獲現する

「アグnメラチオン」効果を測定し、一方此冤疫

」血溝注射後24時間；ぐ心臓穿刺によb探生した」血

液を「マウス」に接種して殺「スビ．ロへ一テ」作彫

が護揮せられたかを間接に検し，Eつ耳翼海獲

血液を日々暗覗野装置下に鏡検した。（桑原抄〉

  肺炎墜躍菌の自働的冤疫に關する實瞼

  的研究、縢炎婁球菌1型菌の冤疫に於

  て抗原の製法異なる事に因り此鰹成生

  せらるる難集繋の叢現度及び其の消長

  の差異に以て

              越智 昇一

        同  誌

 肺炎隻球菌を100。C の高熱で1時聞加熱し

菌膿を除去した上溝液も冤疫賦與能力を完杢に．

保有し兜疫効果に於ても60。C 30分加熱「ワク

チン」と大差なき事實を認めた、只同株1免疫元

の同量を以て虎悔しても動物の猫自の個性によ

Y免疫形成に相違を呈すものである。（桑原抄）

  ：Brown－Pearce系癌腫の酵棄學的

  研究（D

  Brown－Pearce系癌腫家兎の腫蕩

  並に麗、腎、筋及睾丸の「ヂペブチ

  タ一口」に就て

              森  義一

        同  誌

 片側睾丸に移植して得たBrvwn－PearCe系癌

睡家兎を、其臨床的離歌並に病理解剖的見地か

ら癌腫症初期群、中期群、末期、群の3群に分ち

睾丸原野筆工、腎、淋巴腺韓移腫瘍の「ヂペプ．

チタ 一一ゼ」作用の腫瘍組織の老成憂化（新鮮、過

熱、竣死）に伴ふ消長を検索し併せて肝、腎、

筋、睾丸の「ヂペプチターゼ」量を測定して之が

消長と杢生態の癌腫症性憂趣純過との關係を襯．

察した○（桑原抄）

  Sarcosporidiaに讃する研究

  罹患動物血清の繭醗縮合亙麿並に沈隠

  笈懸に就て

              荒瀬 恒雄
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 豚寄生並に牛寄生の佳内証子馬騰抗原を以て

豚、牛、馬血溝につき補燈結合反癒並に沈降反

鷹を行ひ次の結論を得た。
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